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第１１１回　学生主導型コンテンツ制作とその狙い
• 学生主導型コンテンツ制作の始動

– ｅラーニングの活用推進の起爆剤に！，参考事例（２つ）

• 日本初！ｅプレゼン・コンテストの開催
– 開催趣旨・概要・コンセプト，機材・システム・ホームページ，審査，

スケジュール・テーマ，学生支援，選考の推移（チーム数），表彰式，
将来構想，関連サイト情報（まとめ）

– 大学の期待する効果，学生への効果

– 韓国研修旅行

• 支援体制の維持と発展に向けて
– 博士論文（あらまし，大学ｅラーニングマネジメントモデル，課題）

• 今後の展開について
– 学生主導型コンテンツ制作の今後

– 明治大学ユビキタス教育の推進

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html


参考事例 （韓国：全北大学）

• 学習コンテンツフルプログラム
– 韓国教育科学技術部（日本でいう「文部科学省」）が推進する「大学

教育力量強化事業」の一環として，学生にコンテンツを作
らせている

• コンテンツのテーマは，自分の専攻科目

• 2009年度は1000人以上の学生が参加，4次にわたる審査

• 参考URL（韓国語：Internet Explorerで視聴可能）
http://ctl.chonbuk.ac.kr/servlet/service.mypage.bbs.VODBBSArticleServlet?func=bbs_article_001&bbsNo=23&menu=M_20091123000005
　

– 効果
• 学生のモチベーション，プレゼン力増大

• 国からの評価で助成金がアップ

• 教職員のコンテンツ制作負担が軽減
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参考事例 （韓国：韓国経済新聞　HiCEO）

• 大学生プレゼンテーションコンテスト
– 韓国経済新聞の「HiCEO(※)」が主催する，大学生対象の

プレゼンコンテスト
• コンテンツのテーマは，自分の専攻科目/HiCEOで学んだこと

– 新聞社の「社会貢献活動」の一環として開催

※HiCEO（www.hiceo.co.kr ）
• 韓国経済新聞が，会社の経営者に特化した情報を提供するサイ

ト

• オフラインでも，大学生を対象としたビジネス講座を開設している

・プレゼンテーション力強化講座も開設されている
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コンテスト開催の趣旨
• １３０周年を契機に，未来へ大きく羽ばたく明治大学の象徴と

しての 「学生が主役となったイベント」

過去に前例が
ない斬新なも
の

多くの学生が
参加できるもの

学習や学生生活
に密着したもの

多くの人に公開
できるもの

学生が主役の
イベントで

未来へ輝く

明治大学へ！

•コンテンツコンテスト

eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室 
ランチョンセミナー
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• 明治大学の学生を対象に，自分が大学で学んだ知識や，
サークルなどの大学生活を，「リッチコンテンツ」にまとめ，プ

レゼンテーション能力，デザイン力を競い合うコンテスト　

– 「リッチコンテンツ」とは？

• PowerPoint や写真，イメージ，動画などの様々な資料を取り込んで，そ
の内容をプレゼンテーション形式で説明するコンテンツです。

5

コンテストの概要

「映像＋資料」 型 「音声＋資料」 型

eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室 
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コンテストのコンセプト

• インターネット環境で，より多くの学生がコンテストに参加でき
るようにする

• 学生のコンテンツは，インターネットにより多くの人が視聴で
きるようにする（学内のみの公開とする可能性もあり）

• コンテストで使用するシステムや制作ツールは，他のイベント
や通常の学習などで引き続き使用できるようにする
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開催に必要な要素 （機材・システム）

• Xinics Commons （コンテンツ配信プラットフォーム）
– Webサーバ/Streamingサーバ

– 必要に応じて，「コンテスト専用サイト」を構築

– セキュリティの確保等，技術サポート

• LegatoUX / SilverStream （コンテンツ制作ツール）
– コンテンツ制作ツールはXinics Commonsから起動

– コンテンツ制作用PCは学生が準備，学内PCの利用も可能

– フリーライセンス

• 制作スタジオ
– 駿河台キャンパスには，２０１１年夏に設置。和泉，生田も利用可能とする

– コンテンツ制作ツール搭載/システム構築
• Xinics Commonsや，コンテンツ制作管理システムと連動

• 通常のe-Learningコンテンツ制作に転用できることを前提とする

– クロマキ－効果
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（参考） 「Xinics Commons」について

• Xinics Commonsは，学生の知識やキャンパスライフ，学内セミナーなどの情報
を，手軽にコンテンツ化し共有するコンテンツ配信プラットフォームです。
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大学サイト/
LMS連携が
容易

多様な

視聴環境

•へ対応

どこでも

ｺﾝﾃﾝﾂ制作 
が可能

制作ツール

と一体化

特徴4
特徴2

特徴1

特徴3
Mac/モバイル視聴OK
日/韓/英の3ヶ国語表示

制作ツール起動 → コンテンツ制作→ 
Upload までの作業が一元的に可能

海外や他の大学との共用に便利

制作ツールはWebサイト上か
らフリーライセンスで提供

明大システム/ LMS/ホームページ
や，サークルのブログ等に気軽に
連携・転載が可能

制作ツールはWebから起動

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flag_of_Japan.svg


募集・広報・宣伝用サイト
• 明治大学創立１３０周年記念特設サイト内

• ｅプレゼン・コンテスト公式ホームページ

• ｉＴｕｎｅｓ Ｕ の特設コース
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• 審査委員会

審査

区分 役名 備考

明治大学関係者
（4名）

委員長 ユビキタスカレッジ運営副委員長

情報基盤本部長

教育の情報化推進副本部長

明治大学職員

外部有識者
（3名）

ＪＯＣＷ事務局長
研究・知財戦略機構特任教授

海外協定校
教務部署長
教授学習開発センター長
eラーニング支援センター長

海外協定校 教授学習センター　室長

特別審査委員

副学長
ユビキタスカレッジ運営委員長

最終選考のみ審査

ＡＦＰ通信賞審査担当者
ＡＦＰ通信賞のみ審査
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• 審査方法
９名からなる審査委員会によって，

以下の項目について評価し，

審査しました。

▼審査項目

（「◎」が重点評価ポイント） 

１次予選：◎わかりやすさ 

２次予選：◎わかりやすさ

　　　　　　 デザイン力

　　　　　　 独創性

　　　　　　 その他 

決勝　 　：わかりやすさ

　　　　 　　◎デザイン力

　　　　 　　◎独創性

　　　　 　　その他

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室 
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ｅプレゼン･コンテスト　スケジュール
区分 日程

1次予選 コンテンツ提出締切   6月30日（木）

審査期間   7月10日（日）～7月18日（月）　24:00

結果発表(含　2次予選課題発表)   7月20日（水）　14:00

2次予選 コンテンツ提出締切   8月26日（金）　18:00

審査期間   8月27日（土）～9月06日（火）　24:00

結果発表(含　決勝課題発表)   9月09日（金）　14:00

決勝 コンテンツ提出締切 10月15日（土）　18:00

審査期間 10月16日（日）～10月31日（月）

審査委員会・結果発表･表彰 11月4日（金）

韓国研修 11月23日（水）～11月27日（日）

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室 
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ｅプレゼン･コンテスト　テーマ
• コンテンツの課題

– 1次予選 ： 「○○」について
※各チームが○○を決定し，それを紹介するコンテンツを制作すること

※題名まで『「○○」 について』にする必要はない

– 2次予選 ： 以下の中から選択する
• 明治大学で得たこと（もの）

• 明治大学で出会えたこと（もの）

• 明治大学で学んだこと（もの）

• 私のとっての明治大学

– 決　　勝 ： 私の未来のために
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学生支援
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学生支援
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学生支援
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ｅプレゼン･コンテスト　進出情報
１次予選参加

エントリー：５７チーム（１２５人）

出品：３５チーム（８６人）

２次予選参加

エントリー：３５チーム（８６人）

出品：２２チーム（５０人）

決勝参加

エントリー：１５チーム（３６人）

出品：１４チーム（３３人）

３５チーム進出

１５チーム進出

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html
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将来の計画 （対外戦略）

• 「インターネットによるコンテスト」の特性を最大限に活かすこ
とにより，今後，国内の他の大学や海外の大学と連携した盛
大なイベントに発展させることもできます。

学内コンテスト

コンソーシアム・

他大学（国内）と合同

海外大学・企業・

地域コミュニティと合同

•記念イベントで 

•学部単位，全学単位でのコンテスト

•学園祭などのイベントで

• 大学対抗のコンテスト（ex：東京六大学）

• 他大学企画コンテストへの参画

• 日韓対抗コンテスト（全北大，嶺南大）

• 企業の採用活動とタイアップ

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室
ランチョンセミナー
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将来の計画 （学内戦略）

• 学生が制作するコンテンツは，イベントだけでなく，様々な分
野に活用することができます。

– 「学生目線の新たな活用法」の登場を期待

キャリア教育キャリア教育
就職活動の経歴就職活動の経歴

ｅポートフォリオｅポートフォリオ
入学前学習教材入学前学習教材

ゼミの発表資料ゼミの発表資料

授業補助教材授業補助教材

先進的な取り組み先進的な取り組み
をとおした大学ＰＲをとおした大学ＰＲサークル活サークル活

動の記録動の記録

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
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第２回大会に向けて
• 第１回の反省を受けて

– 参加者を増やす

• 広報活動の早期開始

• 広報活動方法の見直し，拡大

– エントリー数と出品数との差をなくす

• 説明会の見直し

• 支援方法の見直し

• 大会方式の変更，拡大

– 複数の大学と合同で実施（明治大学が中心）

– 海外の大学と合同で実施（対抗戦も）

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室
ランチョンセミナー
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関係サイト情報（まとめ）

• ｅプレゼン・コンテストホームページ
http://meijicommons.muc.meiji.jp/epresen/

• １３０周年記念事業ホームページ
http://www.meiji130.jp/project/contest/e/?term=2&type=t&src=2&pageno=0&idx=2

• コンテンツ管理システム
http://meijicommons.muc.meiji.jp/

• 表彰式レポート
http://www.meiji.ac.jp/ubiq/info/2011/6t5h7p000004ieim.html

• 明治大学ユビキタス教育ホームページ
http://www.meiji.ac.jp/ubiq/

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室
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大学の期待する効果
• 「学生主導型の e-Learning」の基盤を構築する契機に

• 「明治大学として e-Learning の活用を一層進める契機に

– 学生のコンテンツを e-Learning教材や大学の

　取り組みＰＲ用に活用することが可能

– 他大学や海外の大学との，

　インターネットを通じた

　交流促進

– 参加した学生が，

　コンテンツ制作のスタッフ

　として参画

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室
ランチョンセミナー
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参加学生に対する効果
• 「実社会に必要な力」の向上

– コミュニケーション力，プレゼンテーション力，デザイン力
の向上

– 自分の大学生活の見直し，振り返りの契機

– チームワーク構築のスキル向上（団体参加の場合）

– コンテスト参加実績による，就職時のアピールポイントの
追加

自分自身で能動的
に考える力

相手にわかりやす
く表現する力

内容を簡潔に
整理する力

コミュニケーション能力の
向上に必要な３要素

実社会で必要な力

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室
ランチョンセミナー
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韓国研修旅行
• １１月２３日～２７日　韓国・嶺南大学校

• 明治大学の学生と嶺南大学校の学生がチームとなり，近辺
の史跡等を訪れ韓国の文化に触れた。そこで収録した写真・
ビデオを嶺南大学校へ持ち帰り，日韓学生チームで動画コ
ンテンツを作成した。コンテンツ作成は深夜にまで及び（ほぼ
徹夜？）最終日の発表会で披露された。この発表会の模様
は韓国内で開催された教育関係研修会，明治大学へ同時配
信された。

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室
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博士論文　あらまし
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教育改善、教育の多様化に対応するために、

教育活動を構造化し役割分担を確実に行う必要がある

大学ｅラーニングマネジメントモデルを

日本国内の大学事例研究と実証実験から評価する

効果的な教育活動を行うための支援組織モデル

「大学ｅラーニングマネジメントモデル」を提案する

ｅラーニングの戦略的導入

ｅラーニングを利用した教育活動を高等教育機関に浸透させるには

組織体制がとても重要である

組織体制が健全に機能することで効果が得られることを

組織構造の大学ｅラーニングマネジメントモデル評価から修正し、確立する

教育活動における

ｅラーニングの効果的な活用の実現

社会ニーズ

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html
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教員　　　　　　　
　（インストラクタ

）

教員（SME）

チュータ
•メンタ

インストラクショナル
デザイナ

コンテンツ　　
スペシャリスト

ヘルプデスク

ラーニング　　
コンシェルジュ

リエゾン
学習者

ラーニングシステム
プロデューサ

チュータ

•先生から学習資源を入手しつつ科目コンテンツの設計
、コース設計をするぞ。

•教務担当の先生！教科担当教員への厳しい回答や依頼
はお願いします。

•教材作成はとても大変そうだ。
•いままでの対面授業と違うところはど
んなところなのかな。

•先生の負荷を軽減しなくては。
•進捗状況を把握していなきゃ。

しっかりサポートしますよー。

•採点や評価はどうしよ
うかな。

•レポートの採点なども
大変そうだな。チュータ
さんお手伝いお願いね。

先生と意思の疎通はきち
んとしておこう。

•組織としてきちんと機能しているかのチェックをしよう。
•隙間をきちんと埋めて、全体のコントロールをしよう。

LMSへの搭
載も知的財
産処理も担
当だな。

組織体制が機能しているのかに
ついての報告

問題点に対する改善
指示

学内の調整はちゃんとやろう。

困った時は助けてください

適切な回答を返しますよ

・楽しみだな。

・ちゃんと最後までがん
ばれるかな。

学習者のよき相談相手に
なれればよいな。

簡単な質問は私の作成
した、難しいものにつ
いては先生に確認した
回答です

学習内容に関する質問への
回答よろしく

学習者のモチベーション
を上げる回答をします

学習生活に関する質問へ
の回答よろしく

学習者のメンタル的なケ
アもしなくっちゃ。

コンテ
ンツの
確認お
願いし
ます

ID設計に
基づくコ
ンテンツ
開発・修
正お願い
します

先生の教材作成のお手伝い、
ちゃんとしなくっちゃ。

教材と映像に
ついて先生に
質問お願いし
ます

•教材作成のお手伝いお願いね

お手伝いで作成した教
材です。先生に確認を
お願いします

教材と映像に
ついての先生
からの回答で
す

授業構成やコンテンツの確認を先
生にお願いしてください

問合せの回答やコンテンツ
の評価を返します

授業構成やコンテンツ、教材に関する先生のご
意向・評価をお伝えします

・各種問合せやコンテンツ評価依頼が
きています。ご回答をお願いします

・進捗状況についてお知らせします

プロジェクト管理

仮モデル

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
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教員　　　　　　　
　（インストラクタ

）

メンタ

コンテンツ　　
スペシャリスト

ラーニング　　
コンシェルジュ

リエゾン

学習者

ラーニングシステム
プロデューサ

チュータ

プロジェクト管理

メンタから、直接
学生に回答する
こともあります。

チュータから、直
接、回答すること
もあります。

インストラクショナルデザイナの
指示のもと作業を行います。質問
などがあった場合も、インストラク
ショナルデザイナを経由します。

ヘルプデスク

私が作成した工程表でリエゾンさ
んと調整して、協力してコンテン
ツ制作を進めていきます。

インストラクショナル
デザイナ

この情報流通部
分が特に重要で
す！！

状況に応
じて直接
やり取り
をします。

教員のマネジメントを行い、イン
ストラクショナルデザイナさんと共
にコンテンツ制作の舵取りをしま
す。

教員（SME）

チュータ

本モデル

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html
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大学ｅラーニングマネジメントモデル
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大学ｅラーニングマネジメントモデルの
今後の課題（まとめ）
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• 高等教育機関にとってのeラーニング実践の道しるべ
に向けて

• 職能を維持しつつ，一部システム化を含めて簡易的
にそしてコストを抑えた形で実施規模を拡大しながら
も同じ機能をどのように実現させていくか

• この組織的な支援体制を機能させる専門家の育成
• 継続的に教育改革を実現できるか
– 継続的に効果的な教育改革を実現できるチェック

体制を含めた組織体制を作り上げていく
• ｅラーニングの大きな問題である「質の保証」に対する
解決の一端を担えるか

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html


学生主導型コンテンツ制作の
今後に向けて

• 第１回ｅプレゼン・コンテストから見えてきたこと

– 表彰式の盛り上がりから学生の真剣さを感じた

• 学生主導型コンテンツ制作の光明？

– １次より２次，２次より決勝と確かにうまくなっていた

• 採点表から見える？

• 繰り返しの必要性

– その後のコンテンツを活用をどうするか？

– 参加した学生の活用は？

– 先生への刺激になっているのか？

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室
ランチョンセミナー
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ユビキタス教育推進のコンセプト（方針）

• 新しい教育方法としてのｅラーニングや遠隔教育を
発展・定着させる

• 世界に向けて明治大学の教育研究を発信していく

• 教育のユニバーサルアクセスの実現を力強く推進
する

• ｅラーニングによる学習支援を充実させ学生の学び
を支援する体制づくりの構築を行うとともに，教員へ
の教育準備支援を充実させ，体系的な教育支援体
制の確立を目指す

• 次世代の大学教育を支援する体制を確立していく

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室
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様々な場面でのｅラーニング活用に向けて
• ｅラーニングを活用したリメディアル教育

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室
ランチョンセミナー

33

http://www.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html


様々な場面でのｅラーニング活用に向けて

• かな学習（ https://muc-portal.muc.meiji.jp/portal/contents/japaneseedu/ ）
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様々な場面でのｅラーニング活用に向けて

• 留学希望者向けWebテストの開始

当初は，国際連携機構が

主導する留学生が対象

　　　　　　↓

多くの全学部から問い合わせ

　　　　　　↓

全学での実施に向けて

©2011 宮原俊之 eラーニング推進機構eラーニング授業設計支援室
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様々な場面でのｅラーニング活用に向けて

• 施設の拡充
　駿河台キャンパスのスタジオ 

– ｅプレゼン・コンテストコンテンツ制作のため，メディア授業制作
のためには使用開始

– 学生も利用できる運用を目指して検討中
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